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筑波大学体育センター
平成 28年 3月
まえがき
体育七ンターは，全学の学生を対象にした共通科目「体育jの授業，あるいは多くの学
生が参加している課外活動のサポートを行っています。さらに，全学的なイベントである
スポーツ・デーの運営に協力しています。このように，体育センターは t i~~~~ に多くの学生
と関わりを持った組織として運営されています。
昨今の学生は，体力・運動能力の低下，他者とのコミュニケーション力の不JI， 心身の
アンバランスが問題であるといわれています。体育センターでは，学生との様々な場面で
の関わりを通して，充実した学生生活を過ごせるよう側面からサポートしていきたいと考
えています。また，筑波大学には多くの留学生が学んでいます。体育を通して日本入学生
との交流を進めていきたいと思います。
大学体育研究は，このような体育センターにおける様々な活動の報告，共通科目「体育」
の授業をよりよくするための研究，課外活動に隠する教育研究の成果 そして I~自学以来継
続してきた体力・運動能力調査結果等を掲載しています。大学体育研究を通して，学生の
成長に役立つよう大学体育の発展に寄与できれば幸いです。
大学体育研究は，筑波大学体育センターの教員だけに投稿を限定しているわけではあり
ません。全国の大学で体育の授業を行っている先生方，すべてに門戸を I~m し=ています。ぜ、
ひ，大学体育の発展のためにご投稿をお願いします。
ここに，大学体育研究第 38号をお届けします。関係各位のご指導・ご意見をおw心、し
ます。
今後とも，体育センターの活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
エIL)或28年3月
体育センター長
山田幸雄
「大学体育研究」投稿規定
平成25年7)i 3 Iヨ改訂
1. r大学体育研究J(以下本誌という)には，国内外の大学，短期大学，高等専門学
校の高等教育機関において，大学体育の教育あるいは教育補助に従事している者
が論文を投稿できる。
2. 1-大学体育1iJlゲ'eJ編集委員会(以下編集委員会という)は，高等教育機関の教員
あるいは高等教育機関以外に勤務している研究者に論文を依頼することができる。
3. 筆頭著者として投稿できる論文は 1人l編とする。
4. 本誌に掲載する内容は大学の体育にかかわる研究の総説， J京著論文，実践研究，
研究資料，書評，内外の研究動向，報告などとする。
5. 編集委員会は，本誌への総説，原著論文，実践研究，研究資料の投稿論文に対し
て審査を実施する。掲載の可否，原稿の提出期限および発行時期は編集委員会に
おいて決定する。
6. 本誌の発行は原則として年 11mとする。
7. 和文の原稿は A4判縦i輩横書きとし 1ページ当たり，約 1，000字とする(欧文綴
りおよび数値は半角とする)。
8. 英文の原稿は A4半日縦置横書きとし半角の文字を使用しダブルスペースで作成す
る。
9. 原稿は原則として 1編につき， I~表・抄録等を含めて刷り上がり 8 ページ程度と
する(和文の場合これは 12，000文字程度である)。
10. 12_{]表は， J京民 IJ として刷り上が I~ 2 ページ _l-j、内とする(図表の大きさにもよるが， 6~
8葉の12_{1表をいれることが可能である)。
11.持12_{1原稿はそのまま印刷できるようなものとする。写真は自黒の鮮明な画面のも
のとする 0
12. I~や表は，それぞれに必ず通し番号とタイトルをつけ，本文とは別に一括する。
i玄!表等の挿入ird所は本文中に朱色でその場所を指示する。
13. 本文中での文献の記載は，著者-出版年方式とする。文献リストは本文のあとに
著者名の ABCJII真に一括し雑誌の場合には，著者，題13，雑誌名，巻号，ページ，
西暦年号の JII員に，単行本の場合には，著者，書名，ページ，発行月~'， if )繋年号の}li{に，
ホームページからの引用などは著者， URL，アクセス年月日の}I民に記載する。
14. 総説， )京著論文，実践研究，研究資料には抄録を添える。和文の原稿には， I玖文
による題目，著者名(ローマ字)，所属機関，抄録 (200諾程度)およびキーワー
ド(3語)を添付する。なお， I可IJ寺に欧文抄録の和訳文を添付する。 j孜文の原稿には干
和文による題自，著者名，所扇機関，抄録(1.200字以内)およびキーワード (3語)
を添える D
15. 原稿を投稿するときは，正 1部およびそのコピー 2部提出する。
16. 最終原稿は原稿とともに CD-R(保存方法は別途指定)を提出する。
17. 掲載される論文の著者校正は 1回とする。著者校正の際，印刷上の誤り以外の字
匂の修正や最終原稿にない字句の挿入および図表の修正は認められない。
18. 論文の~Ij刷を希望する投稿者は，著者校正の際に必要部数を編集委員会に連絡す
る。ただしこの場合経費は投稿者の負担とする。
19. 本誌に掲載された論文の著作権は， I大学体育研究J編集委員会に帰属する D
20. 本誌に掲載された論文は，つくばリポジトリにおいて公開されるものとする。
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14. An abstract shall be included in Review， Originalinvestigations， Practical investigations， or Research 
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organization， the abstract (approx. 200 words) ancl three key worcls. Also， a manuscript in a Western 
language shall be attached. Manuscripts in a Western language shal1 include the subject， the author's 
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15. To submit a manuscript， one original document and two duplicates shall be submitted. 
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17. The number of author's correction is limited to one time. For author's correction， itis not allowed to 
emend terms other than typographical errors， toinsert terms not on the final manuscript or to modify 
figures. 
18. Contributor wishes to receive separate prints shall inform a member of Editorial Committee of the 
number of printing required at the time of author's correction， provicled that the cost is borne by the 
contributor. 
19. AlI copyrights of the articles published in the journal belong to Editorial Committee. 
20. The articles published in the journal shall be published in Tsukuba repository. 
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